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は
じ
め
に

勧
賞
（
け
ん
じ
ょ
う
）
と
は
、
辞
書
等
に
よ
る
と
「
功
労
を
賞
し
て
官
位
を
授
け
、

あ
る
い
は
物
品
を
与
え
る
こ
と
。『
げ
ん
し
ょ
う
』『
か
ん
し
ょ
う
』
と
も
訓
む
。
朝

儀
・
公
事
の
奉
行
の
賞
、
行
幸
・
御
幸
先
の
家
主
の
賞
、
行
事
の
際
の
舞
人
・
楽
人

に
対
す
る
賞
、
祈
祷
の
賞
、
征
討
軍
功
の
賞
、
御
所
や
寺
社
の
造
営
の
賞
な
ど
色
々

あ
る
が
、
位
階
を
授
け
る
例
が
多
く
、
御
祈
賞
に
は
僧
位
・
僧
官
の
例
が
多
い①
」
と

解
説
さ
れ
る
。

か
つ
て
、福
井
俊
彦
氏
は
「
平
安
貴
族
が
官
人
と
し
て
（
中
略
）
昇
進
を
す
る
場
合

の
条
件
は
極
め
て
複
雑
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
の
理
由
は
い
わ
ゆ
る
年
給
、
成
功
、
栄

爵
な
ど
に
よ
っ
て
の
み
平
安
貴
族
の
官
位
、
官
職
が
き
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
変
質

し
た
律
令
官
人
制
の
う
え
に
さ
ら
に
成
功
な
ど
の
多
く
の
条
件
が
附
加
さ
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
、「
一
般
官
人
の
官
位
、
官
職
の
昇
進
の
条
件
と
し
て
の

労
」
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、
氏
は
「
賞
に
つ
い
て
も
労
と
と
も
に

検
討
す
べ
き
こ
と
が
多
い②
」
と
、
そ
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
勧
賞
叙
位
（
以

下
、位
階
を
授
け
る
勧
賞
を
こ
う
記
す
）
に
関
し
て
は
そ
の
後
も
ほ
と
ん
ど
研
究
が
進
め

ら
れ
て
い
な
い③
。

『
公
卿
補
任
』
や
古
記
録
か
ら
貴
族
の
昇
進
事
由
を
調
査
す
る
と
、「
賞
」
を
事
由

と
す
る
も
の
が
、
と
り
わ
け
平
安
中
期
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
多
数
検
出
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
当
該
貴
族
社
会
の
編
成
原
理
や
社
会
構
造
を
考
察
す
る
上
で
、
勧
賞

叙
位
の
検
討
は
不
可
欠
だ
と
諒
解
す
る
。

そ
れ
故
、
筆
者
は
勧
賞
叙
位
に
関
す
る
考
察
を
い
く
つ
か
行
っ
て
き
た
が④
、
本
稿

で
は
こ
れ
ま
で
に
十
分
に
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
中
宮
と
東
宮
に
関
わ
る
も
の
を
取
り

上
げ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
一
章　

律
令
制
下
に
お
け
る
勧
賞
叙
位
の
特
質

勧
賞
叙
位
は
律
令
制
下
か
ら
み
ら
れ
る
。
平
安
中
期
以
降
に
お
け
る
そ
の
特
質
や

意
義
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
前
代
と
の
相
異
点
を
ま
ず
は
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

別
稿⑤
に
お
い
て
指
摘
し
た
通
り
、
律
令
制
下
の
勧
賞
叙
位
は
主
と
し
て
即
位
・
改

元
・
祥
瑞
出
現
・
京
外
行
幸
時
に
実
施
さ
れ
る
。
そ
の
事
例
を
以
下
に
示
し
、
検
討

を
加
え
た
い
。

Ａ
）
即
位
時

　

 
八
世
紀
段
階
の
天
皇
即
位
の
詔
旨
に
は
、「
是
以
先
天
下
乎

慈
賜
治
賜
久

大
二
赦
天

下
一
内
外
文
武
職
事
及
五
位
已
上
為
二
父
後
一
者
授
二
勲
一
級
一
。賜
下
高
年
百
歳
已

上
穀
一
石
五
斗
。
九
十
已
上
一
石
。
八
十
已
上
并
惸
独
不
レ
能
二
自
存
一
者
五
斗
上
」⑥

と
記
さ
れ
て
い
る
。

勧
賞
叙
位
の
一
考
察

―
中
宮
・
東
宮
関
連
の
勧
賞
を
事
例
と
し
て

―

佐　

古　

愛　

己
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Ｂ
）
改
元
時

　
 

延
暦
改
元
の
際
に
は
、「
宜
下
改
二
天
応
二
年
一
曰
中
延
暦
元
年
上
。
其
天
下
有
位

及
伊
勢
大
神
宮
禰
宜
大
物
忌
内
人
、
諸
社
禰
宜
・
祝
并
内
外
文
武
官
把
レ
笏
者
、

賜
二
爵
一
級
一
。
但
正
六
位
上
者
廻
授
二
一
子
一
。
其
外
正
六
位
上
者
不
レ
在
二
此

限
一
」⑦
と
あ
る
。

Ｃ
）
祥
瑞
出
現
時

　

 

延
暦
四
年
（
七
八
五
）
五
月
、
皇
后
宮
に
瑞
鳥
「
赤
雀
」
が
現
れ
た
際
、「
宜
三
天

下
有
位
及
内
外
文
武
官
把
レ
笏
者
賜
二
爵
一
級
一
。
但
有
レ
蔭
者
、
各
依
二
本
蔭
一
。

四
世
五
世
及
承
レ
嫡
六
世
已
下
王
年
廿
以
上
、
並
叙
二
六
位
一
。
又
五
位
已
上
子

孫
年
廿
已
上
、
叙
二
当
蔭
階
一
。
正
六
位
上
者
、
免
二
当
戸
今
年
租
一
」⑧
、
と
み
え

る
。

Ｄ
）
東
大
寺
行
幸
時　
　
　

　

 

天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
四
月
甲
午
（
一
日
）、
大
仏
礼
拝
の
た
め
に
東
大
寺

に
行
幸
し
た
聖
武
天
皇
の
宣
命
に
、「
三
国
真
人
石
川
朝
臣
、
鴨
朝
臣
、
伊
勢
大

鹿
首
部
波

可
二
治
賜
一
人
止
自
弖

奈
母　

簡
賜
比　　

治
賜
夫

（
中
略
）又
五
位
已
上
子
等
治
賜
夫

。
六

位
已
下
尓

冠
一
階
上
給
比

、
東
大
寺
造
人
等
二
階
加
賜
比

、
正
六
位
上
尓波

子
一
人
治

賜
夫

。
又
五
位
已
上
、及
皇
親
年
十
三
已
上
无
位
大
舎
人
等
至
于
諸
司
仕
丁
麻
弖
尓　

大

御
手
物
賜
夫

。
又
高
年
人
等
治
賜
比

困
乏
人
恵
賜
比

孝
義
有
人
其
事
免
賜
比

力
田
治

賜
夫

。
罪
人
赦
賜
夫

（
中
略
）
天
下
乃

百
姓
衆
乎

撫
賜
比

恵
賜
久止

宣
天
皇
大
命
衆
聞
食

　

宣
」⑨
と
み
え
る
。

Ｅ
）
外
行
幸
時

　

 

天
平
神
護
元
年
（
七
六
五
）
閏
一
〇
月
丁
酉
（
九
日
）、
称
徳
天
皇
が
大
和
・
河

内
国
を
巡
幸
し
た
際
、「
騎
兵
一
等
二
百
卅
二
人
賜
二
爵
人
二
級
一
。
二
等
四
十
八

人
。
三
等
廿
八
人
一
級
。
並
賜
レ
綿
有
レ
差
。
大
和
・
河
内
国
郡
司
十
四
人
賜
二

爵
人
二
級
一
。
八
十
七
人
一
級
。
其
献
レ
物
人
等
賜
レ
綿
有
レ
差
」⑩
と
あ
る
。

 

（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）

各
々
の
詔
勅
に
「
天
下
有
位
及
内
外
文
武
官
把
笏
者
」
や
「
天
下
有
位
及
伊
勢
大

神
宮
禰
宜
大
物
忌
内
人
、
諸
社
禰
宜
・
祝
并
内
外
文
武
官
把
笏
者
」
と
記
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
広
く
有
位
者
に
対
し
て
一
律
一
階
を
授
け
た
り
、
京
外
行
幸
に
関
与
し

た
人
々
に
普
く
授
位
す
る
と
い
う
内
容
が
散
見
す
る
と
と
も
に
、
恩
赦
や
賑
給
、
免

租
と
併
せ
て
実
施
さ
れ
る
特
徴
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
律
令
制
下
の
勧
賞
は
天
皇

の
有
徳
性
を
天
下
に
知
ら
し
め
る
と
い
う
儒
教
的
意
味
合
い
を
色
濃
く
投
影
し
た
行

為
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る⑪
。

ま
た
、
功
労
の
あ
っ
た
個
人
、
具
体
的
に
は
籾
の
貯
蔵
・
運
搬⑫
、
節
婦⑬
、
高
齢
者⑭
、

飢
饉
の
救
済
・
功
労
者⑮
な
ど
に
対
し
て
も
し
ば
し
ば
授
位
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、

礼
節
・
修
身
・
貞
操
・
敬
老
の
奨
励
、
公
民
支
配
へ
の
協
力
・
功
労
の
勧
奨
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
勧
賞
が
実
施
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
と
窺
知
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、遣
唐
使
を
は
じ
め
と
す
る
外
国
へ
の
派
遣
使
節
に
対
す
る
叙
位⑯
の
ほ
か
、

新
羅
使
や
渤
海
使
を
「
蕃
国
」
か
ら
の
使
節
と
位
置
づ
け
て
、
彼
ら
に
好
ん
で
授
位

し
た
り⑰
、「
帝
国
」
の
証
と
し
て
日
本
列
島
内
部
の
異
民
族
と
し
て
朝
廷
が
位
置
づ
け

て
き
た
蝦
夷
な
ど
に
対
し
て
も
、「
遠
人
を
懐
く
」
た
め
に
恭
順
な
「
夷
戎
」
に
積
極

的
に
叙
位
を
行
っ
て
い
る⑱
点
な
ど
か
ら
、
律
令
国
家
の
「
中
華
思
想
」
に
基
づ
く
対

外
意
識
や
支
配
理
念
を
明
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る⑲
。

以
上
の
よ
う
に
、
勧
賞
叙
位
は
律
令
国
家
の
支
配
理
念
を
天
下
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

機
会
と
な
り
、
律
令
天
皇
と
の
君
臣
関
係
の
強
化
・
発
展
、
そ
し
て
か
か
る
支
配
体

制
を
維
持
・
補
強
す
る
上
で
重
要
な
意
義
を
有
す
る
行
為
で
あ
っ
た
と
諒
解
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
如
上
の
勧
賞
叙
位
の
大
半
は
九
世
紀
半
ば
か
ら
一
〇
世
紀
の
初

頭
ま
で
に
廃
絶
す
る
。
こ
れ
は
律
令
国
家
の
支
配
理
念
、
対
外
政
策
、
天
皇
の
あ
り

方
な
ど
が
当
該
期
に
大
き
く
転
換
す
る
た
め
、
勧
賞
実
施
の
契
機
と
な
っ
て
い
た
諸

行
為
―
蝦
夷
・
俘
囚
等
の
朝
賀
参
列
（
七
七
四
年
に
禁
止
）、
蝦
夷
戦
争
（
八
一
一
年
に

中
止
）、遣
唐
使
派
遣
（
八
三
八
年
が
事
実
上
の
最
後
）、祥
瑞
（
祥
瑞
に
よ
る
改
元
は
八
七
七

年
が
最
後
）、
京
外
行
幸
（
八
世
紀
末
に
終
焉
）、「
蕃
国
」
使
節
の
受
け
入
れ
（
九
一
九
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年
の
渤
海
使
の
来
朝
が
最
後
）
な
ど
―
の
い
ず
れ
も
が
、
こ
の
時
期
ま
で
に
廃
止
さ
れ

た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

一
方
、
律
令
天
皇
制
や
律
令
官
司
制
が
変
化
す
る
の
に
伴
っ
て
、
当
該
期
に
は
新

た
な
叙
位
制
度
が
成
立
し
た
。
す
な
わ
ち
、
律
令
官
司
制
か
ら
中
世
官
司
制
へ
の
展

開
の
な
か
で
生
ま
れ
た
「
行
事
賞
」、王
権
や
貴
族
社
会
の
変
容
と
関
連
し
て
創
始
さ

れ
た
年
爵
・
簡
一
、
権
門
の
成
立
に
伴
っ
て
そ
れ
ら
が
沙
汰
す
る
行
事
に
お
い
て
実

施
さ
れ
る
勧
賞
な
ど
で
あ
る
。

如
上
、
律
令
制
下
で
み
ら
れ
る
勧
賞
叙
位
の
大
半
は
、
九
世
紀
半
ば
か
ら
一
〇
世

紀
に
か
け
て
大
き
く
転
換
す
る
が
、
か
か
る
変
化
と
は
少
し
異
な
る
即
位
時
の
叙
位

に
つ
い
て
、
次
に
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

即
位
叙
位
の
史
料
上
の
初
見
は
持
統
天
皇
四
年
（
六
九
〇
）
正
月
甲
午
（
一
七
日
）

で
あ
る
。
前
掲
の
通
り
、
大
赦
や
免
租
と
同
時
に
「
天
下
有
位
及
内
外
文
武
官
把
笏

者
」
に
広
く
一
律
一
階
を
授
位
す
る
の
が
、
律
令
天
皇
の
即
位
時
に
お
け
る
叙
位
の

理
念
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
正
六
位
上
者
廻
授
二
一
子
一
」
と
特
記
さ

れ
る
よ
う
に
、
五
位
以
上
に
及
ぶ
場
合
は
一
律
一
階
と
い
う
単
純
な
授
位
が
行
わ
れ

る
こ
と
は
な
く
、
基
本
的
に
は
選
限
の
結
果
に
影
響
さ
れ
た
勅
授
が
、
実
行
さ
れ
た

と
推
察
さ
れ
る⑳
。

そ
し
て
、
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
に
即
位
し
た
孝
謙
天
皇
の
時
よ
り
、
東
宮
時

代
の
坊
官
等
の
多
く
が
叙
位
に
預
か
る
と
い
う
現
象
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
孝

謙
が
即
位
し
た
同
年
七
月
甲
午
（
二
日
）
に
発
せ
ら
れ
た
宣
命
に
は
、一
六
名
へ
の
叙

位
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
孝
謙
の
東
宮
学
士
兼
春
宮
大
夫
で
あ
っ
た
吉
備
真

備
が
従
四
位
下
か
ら
従
四
位
上
へ
、
同
大
夫
石
川
年
足
も
従
四
位
上
に
、
同
亮
背
奈

福
信
が
正
五
位
上
か
ら
従
四
位
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
昇
級
し
た
。

こ
の
よ
う
に
即
位
時
に
お
け
る
東
宮
官
人
・
坊
官
へ
の
叙
位
は
、「
そ
の
供
奉
に
対

す
る
功
労
を
賞
す
る
恩
寵
的
な
意
味
を
含
ん
だ
位
階
授
与
で
あ
っ
た
」㉑
、
と
畑
中
彩

子
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
即
位
ま
で
の
東
宮
へ
の
奉
仕
を
評
価
し
て
一
階
が
授
け

ら
れ
た
。

ま
た
、
九
世
紀
初
頭
頃
よ
り
即
位
宣
命
中
に
、「
天
下
有
位
及
内
外
文
武
把
笏
者
」

と
の
文
言
に
代
わ
り
「
仕
奉
人
等
中
尓

其
仕
奉
状
随
尓

、
冠
位
上
賜
布

」㉒
と
い
う
表
現
が

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
天
皇
に
特
に
親
し
く
供
奉
し
た
者
が
そ
の
功
労
を
賞
さ
れ

る
機
会
と
し
て
、
即
位
時
の
叙
位
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
平
安
初
期
ま
で
に
即
位
叙
位
は
、
広
く
有
位
者
に
対
し
て
一
律
一
階
を

授
け
る
と
い
う
公
民
層
へ
の
授
位
を
目
的
と
し
た
律
令
天
皇
の
有
徳
性
を
天
下
に
普

く
示
す
と
い
う
目
的
か
ら
、
現
天
皇
の
側
近
を
優
遇
し
て
昇
級
さ
せ
る
儀
式
へ
と
変

化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
章　

東
宮
関
連
の
勧
賞
―
御
即
位
叙
位
の
成
立
―

天
応
元
年
（
七
八
一
）
四
月
三
日
、
桓
武
天
皇
が
受
禅
し
、
同
一
五
日
大
極
殿
に
出

御
し
て
即
位
の
詔
を
宣
し
て
以
降
、
天
皇
は
践
祚
の
儀
、
す
な
わ
ち
皇
位
継
承
を
象

徴
す
る
剣
爾
渡
御
を
中
心
と
す
る
儀
式
と
、
日
時
を
隔
て
て
行
わ
れ
る
即
位
の
儀
、

す
な
わ
ち
登
壇
し
て
皇
位
継
承
を
天
下
の
百
官
万
民
に
宣
示
す
る
と
い
う
二
つ
の
儀

式
を
経
て
即
位
を
行
う
こ
と
を
慣
例
と
し
た
。

即
位
時
の
叙
位
は
、
即
位
の
儀
の
終
盤
に
実
施
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
即
位
儀
の
当

日
、
親
王
以
下
王
公
百
官
が
礼
服
を
着
し
て
大
極
殿
前
庭
に
参
列
し
、
天
皇
が
大
極

殿
上
中
央
正
面
の
高
御
座
に
昇
り
、
王
公
百
官
再
拝
の
の
ち
、
宣
命
使
が
版
位
に
つ

い
て
即
位
の
詔
書
を
読
み
上
げ
る
が
、
こ
の
詔
書
に
叙
人
や
大
赦
の
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
王
公
百
官
が
再
拝
舞
踏
し
、
武
官
が
旗
を
振
り
万
歳

を
唱
え
て
の
ち
、
叙
位
が
実
施
さ
れ
た
。

し
か
し
、『
北
山
抄
』
巻
第
五
「
即
位
事
」
に
「
前
二
日
」「
有
二
叙
位
儀
一
」
と
記

さ
れ
る
通
り
、
平
安
時
代
中
期
以
降
で
は
、
即
位
の
二
日
ほ
ど
前
に
独
立
し
た
儀
式
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と
し
て
「
御
即
位
叙
位
」
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。　

実
例
を
調
査
す
る
と
、
村
上
朝
頃
ま
で
に
は
即
位
詔
書
か
ら
叙
人
名
や
六
位
以
下

へ
の
広
範
な
叙
位
を
示
す
文
言
が
消
滅
し
、
如
上
の
日
程
で
叙
位
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
平
安
中
期
以
降
の
御
即
位
叙
位
で
授
位
対
象
と
さ
れ
た
の
は
如
何
な

る
人
々
で
あ
ろ
う
か
。

次
掲
史
料
は
、保
元
三
年
（
一
一
五
八
）
一
二
月
二
〇
日
の
二
条
天
皇
即
位
儀
に
先

立
ち
、
同
月
一
七
日
に
行
わ
れ
た
御
即
位
叙
位
の
記
事
で
あ
る
。

殿
下
令
二
参
内
一
給
。
依
二
御
即
位
叙
位
一
也
。

執
筆
内
大
臣
。

　
　

正
二
位　

藤
経
宗
前
坊
権
大
夫

　
　
　
　

　
　

正
三
位　

藤
公
保
臨
時

　

　

藤
親
隆
前
坊
亮

　
　

　
　

従
三
位　

藤
光
忠
故
経
実
卿
賀
茂

八
幡
行
幸
賞

 

源
定
房
権
亮

　

　
　

正
四
位
下　

藤
範
兼
学
士

　

 

藤
俊
憲
同

　
　

従
四
位
上　

源
雅
範
美
福
門
院
御
給

　
　
　
　
　

　
　

正
五
位
下　

藤
為
親
権
大
進

　
　

 

藤
脩
憲
皇
后
宮
御
給

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

藤
信
説
院
御
給

　
　

 

藤
実
家
中
宮
御
給

　
　
　

　
　

従
五
位
上　

中
原
広
安
従
下
一
、　

大
蔵
権
少
輔 

藤
為
綱
簡
一

　

　
　

従
五
位
下　

資
懐
王
寛
平
御
後

　
　
　

 

狛
光
時
入
内
、　
左
近
将
監

　
　
　
　
　
　
　

高
階
経
章
蔵
人
、　
左
近
将
監 

橘
章
盛
式
部

　

　
　
　
　
　
　
　

惟
宗
忠
友
民
部

　

 

中
原
実
弘
外
記

　

　
　
　
　
　
　
　

清
原
盛
時
史 

源
国
兼
貞
観
御
後

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

橘
成
澄
氏 

藤
原
頼
経
太
皇
太
后
宮

御
給　
　

　
　
　
　
　
　
　

藤
季
能
無
品
暲
子
内
親
王

御
給　
　
　
　

 

藤
頼
経
姝
子
御
給

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

藤
公
雅
女
御
琮
子
給

　
　
　
　

 

藤
頼
定
大
学
允

　
　

　
　
　
　
　
　
　

藤
季
長
少
監
物

　
　

 

中
原
忠
信
主
殿
允

　
　

　
　
　
　
　
　
　

中
原
知
俊
修
理
進

　
　

 

橘
行
兼
左
馬
允

　
　

　
　
　
　
　
　
　

平
叙
時
左
兵
衛
尉

　
　
　

 

惟
宗
孝
資
右
大
臣
家
令
、

右
大
史　

　
　
　
　
　
　
　

伴
職
保
開
門

　
　 

佐
伯
久
貞
開
門
、　
左
少
史

　
　
　
　
　
　
　

和
気
相
保 

百
済
惟
弘
氏

、

　
　
　
　
　
　
　

卜
部
兼
盛
宮
主

　

㉓

右
の
尻
付
（
叙
位
事
由
）
に
注
目
す
る
と
、
叙
爵
（
従
五
位
下
）
は
巡
爵
・
年
労
・

三
宮
や
准
后
の
年
爵
・
入
内
・
氏
爵
・
宮
主
、
加
階
で
は
勧
賞
（
旧
賞
を
含
む
）・
年

爵
（
院
宮
御
給
）・
簡
一
・
臨
時
・
東
宮
官
人
や
坊
官
な
ど
と
記
さ
れ
て
お
り
、
多
く

は
恒
例
叙
位
の
尻
付
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
傍
線
部
と
波
線
部
は
主
と
し

て
恒
例
叙
位
で
は
確
認
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
氏
爵
に
つ
い
て
取
り
上
げ

て
み
た
い
。

即
位
・
大
嘗
会
・
朔
旦
冬
至
叙
位
に
お
け
る
氏
爵
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
田
島
公

氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
恒
例
叙
位
で
叙
爵
に
預
か
る
王
・
源
・
藤
原
・
橘
と
い
う
当

時
有
力
な
四
氏
出
身
者
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
の
叙
位
で
は
伴
・
佐
伯
・
和
気
・
百
済

王
の
四
氏
も
叙
爵
に
預
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
そ
の
淵
源
は
、
九
世
紀
後
半
か
ら
一
〇
世
紀
初
め
に
求
め
ら
れ
、
後
四
氏

へ
の
叙
位
理
由
は
、
天
武
系
か
ら
天
智
系
へ
皇
統
が
変
化
し
た
光
仁
・
桓
武
朝
に
お

け
る
「
代
替
り
」
儀
式
へ
の
奉
仕
や
、「
功
臣
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
な
先
祖
の
天
皇
家

へ
の
功
労
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
へ
の
叙
位
は
、
そ
の
功
労
に
対
す
る

反
対
給
付
的
な
意
味
を
持
ち
、
同
時
に
こ
れ
ら
四
氏
が
没
落
す
る
の
に
伴
い
、「
氏

爵
」
の
授
与
に
は
、「
代
替
り
」
儀
式
に
奉
仕
し
た
由
来
の
深
い
こ
れ
ら
の
氏
の
維

持
・
継
承
と
、
同
儀
式
に
関
連
し
た
行
事
の
継
続
と
い
う
意
義
を
有
し
て
い
た
と
評

価
さ
れ
る㉔
。

つ
い
で
「
東
宮
官
人
」・「
坊
官
」・「
宮
主
」
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
前
掲
史
料

中
、
藤
原
経
宗
は
前
坊
権
大
夫
、
同
親
隆
は
前
坊
亮
、
源
定
房
は
権
亮
、
藤
原
範
兼
・

同
俊
憲
は
学
士
、
同
為
親
は
権
大
進
、
卜
部
兼
盛
は
宮
主
と
し
て
の
功
労
を
そ
れ
ぞ
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れ
賞
さ
れ
昇
級
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
東
宮
職
の
傅
・
学
士
、
春
宮
坊
の
大
夫
・
亮
・
大
少
進
・
属
、
そ
し
て

東
宮
に
供
奉
し
て
卜
占
な
ど
神
事
に
奉
仕
し
た
神
祇
官
官
人
で
あ
る
東
宮
宮
主
が
、

授
位
の
対
象
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
平
安
中
期
以
降
の
御
即
位
叙
位
は
、
一
律
一
階
と
い
う
広
範
な
叙
位

が
み
ら
れ
な
く
な
り
、
主
と
し
て
平
安
の
都
を
創
建
し
た
桓
武
と
そ
の
皇
統
に
特
別

な
功
労
あ
る
氏
族
、
さ
ら
に
現
天
皇
の
東
宮
時
代
の
官
人
（
以
下
、
東
宮
職
・
春
宮
坊

の
職
員
な
ら
び
に
東
宮
宮
主
を
便
宜
的
に
東
宮
関
係
官
人
と
総
称
す
る
）
の
昇
進
機
会
と
し

て
定
着
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
東
宮
関
係
官
人
の
叙
位
実
現
に
至
る
具
体
的
な
手
続
き
は
如
何
に
し

て
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
四
月
二
一
日
安
徳
天
皇
の
御

即
位
叙
位
の
例
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
た
い
。

今
夜
被
レ
行
二
御
即
位
叙
位
一
本
儀
十
六
日
延　

引
。
有
二
召
仰
事
一

。
蔵
人
左
衛
門
権
佐
光
長
参
二
左
府
亭
一
仰

レ
之
云
々
。
天
曙
事
始
云
々
。
伝
聞
、
左
中
弁
兼
光
朝
臣
、
権
右
中
弁
光
雅
朝

臣
、
右
少
弁
兼
忠
取
二
筥
文
一
。
執
筆
右
大
弁
長
方
、
清
書
上
卿
藤
中
納
言
成範

、
宰

相
堀
川
宰
相
頼定

。
参
仕
人
源
大
納
言
定房

、
花
山
院
中
納
言
兼雅

、
藤
中
納
言
成範

、
堀
川

宰
相
頼定

、
右
大
弁
長方

、
新
宰
相
中
将
通親

。
天
気
曙
之
間
事
始
。
巳
剋
事
了
。
午
剋
清

書
了
云
々
（
中
略
）。

　

叙
位

　

従
一
位　

藤
基
通　
　
　
　

　

従
二
位　

藤
成
範　

平
頼
盛

　

正
三
位　

藤
頼
実
中
宮
未
給

　
　
　

　

正
四
位
下　

藤
敦
周
所
帯
弾
正
大

弼
□
（
辞
ヵ
） 

同
光
範
前
坊
学
士

　
　
　

　

従
四
位
上　

藤
長
房
八
条
院

御
給 

同
基
輔
皇
嘉
門
院

御
給　
　

　

正
五
位
下　

藤
親
経
前
坊
学
士

　
　
　

 

同
公
兼
平
野
行
幸
賞

　
　
　
　

　

従
五
位
上　

高
階
光
兼 

安
倍
晴
光

　

従
五
位
下　

忠
遠
王
寛
和
御
後

　
　
　

 

藤
時
経
蔵
人

　
　

　
　
　
　
　
　

源
宗
綱
式 

同
光
行
民
部

　

　
　
　
　
　
　

中
原
貞
親
外
記

　
　 

大
江
盛
景
史

　
　
　
　
　
　

源
定
成
天
暦
御
後

　
　
　

 

橘
在
光
氏

　
　
　
　
　
　

藤
公
広
皇
太
后
宮

御
給　

 

源
通
清
女
御
障
（
琮
ヵ
）
子
御
給
、

新
院
判
官
代　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

平
時
兼
前
坊
権
少
進

　
　
　
　

 

藤
経
高
諸
司

　

　
　
　
　
　
　

中
原
知
国
諸
司

　

 

藤
原
盛
実
諸
司

　

　
　
　
　
　
　

同
行
義
外
（
外
衛
ヵ
）

　
　
　

 

伴
季
衡
同

　
　
　
　
　
　

佐
伯
宗
直
同 

和
気
相
光
氏

予
為
二
前
坊
大
夫
一
可
レ
浴
二
恩
賞
一
也
。
然
而
於
レ
身
已
為
二
正
二
位
一
。
子
息
又
以
二

此
賞
一
忽
無
二
可
レ
申
之
事
一
。
頭
弁
経
房
朝
臣
相
尋
之
処
、
答
二
此
旨
一
了
。
後

聞
、
坊
官
申
旨
可
二
注
進
一
之
由
、
有
二
新
院
仰
一
。
仍
頭
弁
注
進
云
々
。

　
　

傅
申
、
以
二
前
筑
前
守
頼

季
朝
臣
一
被
レ
叙
二
三
位
一

　
　

 

学
士
光
範
朝
臣
申
云
、
被
レ
許
二
二
階
一
可
レ
叙
二
三
位
一
。
若
無
二
許
容
一

者
、
叙
二
一
階
一
、
追
可
レ
任
二
受
領
一
。
今
度
叙
二
一
階
一

　
　

親
経
申
二

二
階
一
。
今

度
被
レ
許
二
一
階
一

　
　

大
夫
予
追
可
二

申
請
一

　
　

権
大
夫
知
盛
内
々
有
二
申
入
事
一
云
々
。
今

度
無
二
沙
汰
一
。
不
レ
知
二
其
事
一

　
　

 

亮
重
衡
左
右
可
レ
在
二
御
定
一
。
今
度
無
二
沙
汰
一
。
或
人
云
、
不　

レ
任
二
中
将
若
衛
府
督
一
者
、
只
三
品
計
無
益
之
由
称
云
々

　
　

権
亮
維
盛
重服

　
　

 

大
進
光
長
申
二
五
位
正
上
一
。
今
度
不
レ
許
。
或
人
云
、
為　

レ
超
二
権
大
進
時
光
一
云
々
。
思
二
弁
官
一
之
所
思マ
マ

也

　
　

権
大
進
時
光
申
二
五
位
正
上
一
。

今
度
不
レ
許　

　
　

権
少
進
時
景
申
二
叙
爵
一
。
今

度
被
レ
叙
レ
之

　
　

大
夫
進
不
レ
被
レ
任
。
無
人
也㉕
。 

（（　

）
内
は
筆
者
注
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
今
回
の
御
即
位
叙
位
は
安
徳
即
位
の
前
日
に
挙
行
さ
れ
た
が
、

本
来
は
一
六
日
に
実
施
予
定
だ
っ
た
。
ま
た
尻
付
よ
り
、
当
叙
位
も
通
常
の
御
即
位

叙
位
と
同
様
に
、
御
給
・
勧
賞
・
巡
爵
・
氏
爵
、
そ
し
て
東
宮
関
連
官
人
の
叙
位
で
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構
成
さ
れ
て
い
る
の
が
判
明
す
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
記
主
中
山
忠
親
の
「
予
為
二
前
坊
大
夫
一
可
レ
浴
二
恩
賞
一

也
。
然
而
於
レ
身
已
為
二
正
二
位
一
。
子
息
又
以
二
此
賞
一
忽
無
二
可
レ
申
之
事
一
。
頭
弁
経

房
朝
臣
相
尋
之
処
、
答
二
此
旨
一
了
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。　

春
宮
大
夫
で
あ
っ
た
彼
は
、
こ
の
叙
位
で
「
恩
賞
」
に
預
か
り
昇
級
す
る
権
利
が

あ
っ
た
も
の
の
、
前
月
に
は
「
春
宮
御
着
袴
賞
」
で
正
二
位
に
昇
り㉖
、
こ
れ
以
上
の

位
階
昇
級
は
望
め
な
い
た
め
、
ま
た
子
息
に
譲
与
す
る
こ
と
も
憚
ら
れ
た
た
め
に
、

頭
弁
よ
り
所
望
を
尋
ね
ら
れ
た
際
に
、以
上
の
内
容
を
伝
え
、「
追
可
二
申
請
一
」
と
宣

下
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
し
て
、「
後
聞
、坊
官
申
旨
可
二
注
進
一
之
由
、有
二
新
院
仰
一
。
仍
頭
弁
注
進
云
々
」

と
の
記
述
か
ら
、
頭
弁
は
新
院
高
倉
の
命
令
に
よ
っ
て
、
東
宮
関
係
官
人
全
員
に
所

望
を
確
認
し
、
そ
の
内
容
を
書
き
記
し
て
報
告
し
た
経
緯
が
伺
え
る
。

当
時
、
本
院
後
白
河
は
昨
年
一
一
月
の
政
変
で
鳥
羽
殿
に
幽
閉
さ
れ
て
い
た
た
め

高
倉
が
関
与
し
て
い
る
が
、
本
来
は
治
天
の
君
の
命
令
下
で
一
連
の
行
為
が
実
行
さ

れ
る
も
の
だ
と
諒
解
す
る
。

こ
の
時
昇
級
し
た
の
は
東
宮
学
士
藤
原
光
範
と
同
親
経
、
春
宮
少
進
平
時
兼
の
三

名
で
あ
る
。
そ
の
他
の
人
々
は
、
官
職
と
の
関
係
で
「
極
位
」
と
判
断
し
て
当
人
が

所
望
を
出
さ
な
か
っ
た
り
、「
超
越
」
発
生
の
恐
れ
が
考
慮
さ
れ
て
申
請
が
許
可
さ
れ

な
か
っ
た
り
し
た
。
或
い
は
重
衡
の
よ
う
に
、
任
官
を
望
み
、
位
階
の
み
の
上
昇
に

は
関
心
を
示
さ
な
い
な
ど
、
様
々
な
対
応
と
対
処
が
取
ら
れ
た
こ
と
が
窺
知
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
①
東
宮
関
係
官
人
は
基
本
的
に
は
全
員
が
、
御
即
位
叙
位
で

恩
賞
を
得
て
昇
級
す
る
権
利
を
有
す
る
が
、②
各
々
の
事
情
（「
極
位
」「
超
越
」
な
ど
）

に
応
じ
て
昇
級
の
所
望
が
確
認
さ
れ
る
。
③
そ
の
確
認
は
頭
弁
に
よ
っ
て
―
お
そ
ら

く
口
頭
―
で
な
さ
れ
、
④
そ
の
内
容
を
治
天
の
君
に
注
進
す
る
と
い
う
手
順
が
踏
ま

れ
る
と
概
括
で
き
よ
う
。

つ
ま
り
、
申
文
の
提
出
と
い
っ
た
手
続
き
は
略
さ
れ
、
頭
弁
に
よ
る
治
天
の
君
へ

の
口
頭
で
の
確
認
と
注
進
が
行
わ
れ
、
最
終
的
に
は
治
天
の
君
の
判
断
を
経
て
叙
位

折
紙
に
反
映
さ
れ
る
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

如
上
、
東
宮
関
係
官
人
の
叙
位
は
、
孝
謙
即
位
時
に
始
ま
り
、
九
世
紀
半
頃
に
律

令
制
下
で
実
施
さ
れ
て
い
た
一
律
一
階
の
叙
位
か
ら
、
桓
武
と
そ
の
皇
統
に
特
別
な

功
労
の
あ
る
氏
族
と
、
現
天
皇
の
東
宮
時
代
の
官
人
等
の
昇
級
を
中
心
と
す
る
叙
位

に
転
換
し
、
一
〇
世
紀
半
ば
ま
で
に
、
中
世
以
降
ま
で
続
く
「
御
即
位
叙
位
」
の
形

式
が
確
立
し
た
。
こ
の
よ
う
に
個
別
具
体
的
な
奉
仕
を
賞
し
た
叙
位
が
定
着
す
る
の

が
、
平
安
中
期
以
降
の
叙
位
の
特
質
と
考
え
ら
れ
る㉗
。

第
三
章　

中
宮
関
連
の
勧
賞

本
章
で
は
、
東
宮
関
係
官
人
の
御
即
位
叙
位
で
の
勧
賞
と
同
様
に
、
中
宮
職
職
員

（
宮
司
）
が
そ
の
役
職
故
に
昇
進
で
き
る
機
会
、
す
な
わ
ち
史
料
上
で
「
入
内
賞
」
と

表
記
さ
れ
る
勧
賞
を
取
り
上
げ
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
一
）
中
宮
入
内
賞

「
入
内
賞
」
と
は
立
后
の
後
、后
宮
が
初
め
て
参
内
し
た
際
に
宮
司
な
ど
の
后
宮
関

係
者
に
授
位
が
行
わ
れ
る
勧
賞
を
指
す
。

仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
三
月
二
〇
日
、
高
倉
天
皇
の
即
位
に
伴
い
、
国
母
と
し
て

後
白
河
上
皇
女
御
平
滋
子
は
皇
太
后
に
冊
立
さ
れ
、
摂
政
藤
原
基
房
の
直
盧
で
「
宮

司
除
目
事
」
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
模
様
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

次
殿
下
退
二
下
直
盧
一
。
有
二
宮
司
除
目
事
一
。
御
座
撤
レ
畳
敷
二
円
座
一
。
執
筆
円

座
如
レ
例
。
公
卿
座
不
二
敷
加
一
。
次
出
二
御
々
座
一
、
令
二
下
官
一
召
二
左
大
弁
一
。

々
々
々
参
二
着
円
座
一
。
次
召
二
五
位
蔵
人
一
。
兼
光
参
進
、召
二
硯
継
紙
一
。
即
持

参
置
二
執
筆
前
一
。
次
除
目
。
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大
夫
正
二
位
大
納
言
源
雅
通

　
　

権
大
夫
従
二
位
右
近
中
将
平
宗
盛

　
　

亮
正
四
位
下
左
京
大
夫
藤
原
定
隆

　
　

権
亮
従
四
位
上
右
近
中
将
藤
原
頼
実

　
　

大
進
正
五
位
下
左
衛
門
権
佐
藤
原
経
房
蔵
人

　

　
　

権
大
進
正
五
位
下
藤
原
光
雅
蔵
人

　

　
　
　
　
　

従
五
位
上
兵
部
少
輔
伯
耆
守
平
親
宗

　
　

少
進
従
五
位
下
平
時
家

　
　

権
少
進
正
六
位
上
高
階
経
仲

　
　

大
属
従
五
位
下
伊
豆
守
中
原
宗
家

　
　

少
属
大
夫
史
中
原
盛
直

　
　

権
少
属
西
市
佑
中
原
久
孝

除
目
畢
執
筆
献
二
大
間
一
退
下
。
次
召
二
中
納
言
実
房
卿
一
給
二
大
間
一
。
次
実
房
卿

給
二
大
間
一
退
下
。
向
二
陣
座
一
。
平
宰
相
相
伴
行
二
清
書
事
一
。
次
下
二
二
省
一
。
此

間
下
官
仰
二
上
卿
一
云
、
皇
太
后
宮
職
令
レ
差
二
進
啓
陣
一
。
次
上
卿
召
二
仰
将
佐
一

畢
。
此
間
殿
下
令
レ
参
二
皇
后
宮
一
給
畢
。（
中
略
）

亮
定
隆
朝
臣
於
二
侍
所
一
令
レ
書
二
侍
女
房
等
日
給
簡
一
、
下
二
御
匣
殿
宣
旨
等
令
旨
一㉘
。

右
よ
り
、
立
后
当
日
、
摂
政
の
直
盧
に
お
い
て
宮
司
除
目
が
行
わ
れ
、
一
二
名
の

宮
司
が
任
命
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
全
員
の
氏
名
が
判
明
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
よ
り

六
日
後
、
滋
子
が
初
め
て
参
内
し
、
同
月
二
八
日
に
は
還
宮
に
先
立
っ
て
宮
殿
上
に

お
い
て
勧
賞
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
様
子
が
、

次
被
レ
仰
二
行
啓
勧
賞
事
一

　

正
三
位
平
宗
盛
権
大
夫

　
　

　

従
四
位
上
藤
原
光
能
宮
職
事

　
　

　
　

源
通
親
大
夫
譲

　
　

　
　
　
　
　
　
　

頼
実
権
亮

　

　

従
五
位
下
源
有
子
御
匣
殿

　
　

下
官
於
二
宮
殿
上
一
奉
目
二
左
府
一
。
々
々
起
座
被
レ
着
二
仗
座
一
。
下
官
於
二
膝
突
一

仰
二
叙
位
事
一
注
二
折
紙
一

奉
レ
之　

。

左
府
召
二
内
記
一
被
二
仰
下
一㉙
。

と
記
録
さ
れ
て
お
り
、
宮
司
四
名
（
う
ち
一
名
は
子
息
に
譲
与
）
お
よ
び
女
房
（
御
匣

殿
）
の
昇
級
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、后
宮
は
冊
立
後
間
も
な
く
入
内
し
、そ

の
宮
司
等
が
勧
賞
に
預
か
る
慣
例
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
就
任
直
後
に
昇
級
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
る
彼
ら
は
、
即
位
後
に
勧
賞
が
行
わ
れ
る
東
宮
関
係
官
人
と
比
べ
る

と
極
め
て
優
遇
さ
れ
て
い
た
と
評
価
で
き
よ
う
。

か
か
る
宮
司
の
就
任
を
め
ぐ
っ
て
は
、
様
々
な
駆
け
引
き
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
が
、
中
山
忠
親
は
以
下
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
録
を
残
し
て
い
る
。

次
掲
史
料
は
寿
永
元
年
八
月
一
四
日
、
後
白
河
上
皇
皇
女
で
前
斎
宮
亮
子
内
親
王

が
安
徳
天
皇
の
准
母
と
し
て
立
后
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
日
行
わ
れ
た
宮
司

除
目
で
は
、
以
下
の
人
々
が
任
命
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
関
し
て
忠
親
が
「
或
人
」
か

ら
の
伝
聞
と
し
て
書
き
記
し
た
各
人
選
の
経
緯
は
示
唆
に
富
む
。

書
二
除
目
一
之
間
秉
燭
。

　

大第
三
大
納
言

夫
正
二
位
藤
原
朝
臣
実
房
兼

　

権第
九
中
納
言

大
夫
正
三
位
藤
原
朝
臣
実
守
兼

　

亮大
蔵
卿正

四
位
下
高
階
朝
臣
泰
経
兼

　

権右
少
将亮

正
五
位
下
藤
原
朝
臣
公
衡
兼

　

大右
衛
門
佐進

正
五
位
下
藤
原
朝
臣
親
雅
兼

　

権勘
解
由
次
官

大
進
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
定
経
兼

　

権
大
進
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
長
経

　

少
進
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
家
実

　

権
少
進
正
六
位
上
藤
原
朝
臣
光
茂

　

大織
部
正属

従
五
位
下
大
江
朝
臣
景
宗
兼

　

少右
大
史属

正
六
位
上
中
原
朝
臣
基
康
兼
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権検
非
違
使
大
志

少
属
正
六
位
上
中
原
朝
臣
清
重
兼

或
人
云
、
大
夫
事
、
権
大
納
言
兼
雅
卿
可
レ
任
歟
之
由
、
自
レ
院
被
レ
尋
二
仰
之
一
。

出
仕
不
二
合
期
一
。
以
レ
被
二
尋
仰
一
面
目
已
足
者
。

権
大
夫
事
、
被
レ
仰
二
権
中
納
言
朝
方
卿
一
。
申
下
無
二
所
望
一
之
由
上
。
民
部
卿
成

範
卿
申
二
権
大
夫
一
。
不
レ
許
。
有
二
怨
気
一
。
宰
相
中
将
通
親
所
二
望
亮
一
事
、
被

レ
仰
二
泰
経
朝
臣
一
。
依
レ
不
レ
難
二
所
役
一
無
二
其
事
一
者
為
二
所
望
一
云
々
。
院
仰
二

所
役
事
一
、
於
レ
我
又
力
不
レ
及
云
々
。
但
泰
経
朝
臣
以
二
此
労
一
超
二
越
上
臈
一
、

欲
レ
叙
二
三
品
一
之
由
支
度
云
々
。
仍
猶
任
歟
。

権
亮
事
、
左
中
将
通
資
朝
臣
所
望
。

大
進
事
、
蔵
人
兵
部
権
少
輔
定
長
有
二
可
レ
任
之
議
一
。
兼
日
ヽ（

マ
マ
）ヽ

行
レ
之
。
而
為
二

職
事
一
為
二
院
近
習
一
者
三
方
事
難
レ
叶
之
由
。
仍
及
半
許（

マ
マ
）ヽ行

。
親
経
奉
二
行
之
一
。

少
進
事
、
厳
親
左
中
弁
兼
光
朝
臣
挙
二
大
進
一
。
而
被
レ
任
二
少
進
一
。
頗
有
下
被
二

本
望
一
之
気
色
上
。
且
是
資
光
任
二
少
進
一
。
於
二
一
族
一
不
快
。
然
而
可
レ
依
二
運
施

事
一
。
昇
殿
事
有
二
恩
許
一
者
何
事
之
有
哉
之
由
称
レ
之
云
々
。
六
位
進
者
式
部
権

少
輔
光
子
也
。
実
者
舎
弟
云
々
。

自
レ
院
被
レ
仰
二
前
右
大
将
宗盛

宮
司
事
一
、
其
辺
有
二
申
人
一
哉
者
。
被
レ
申
二
不
レ
候

之
由
一
。

凡
宮
司
所
望
人
々
事
、
以
二
蔵
人
兵
部
権
少
輔
定
長
一
被
二
仰
合
一
。
左
府
被
レ
申

云
、
争
申
二
左
右
一
哉
。
於
二
定
経
一
者
神
妙
大
進
也
。
於
二
家
実
一
者
為
二
浅
位
一

者
。
大
夫
進
可
レ
宜
者㉚
。

右
よ
り
、
補
任
を
望
ん
だ
に
も
拘
わ
ら
ず
院
に
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
所
望
の

役
職
よ
り
も
下
位
の
職
に
任
命
さ
れ
る
な
ど
、
宮
司
就
任
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き
が
窺

知
さ
れ
る
が
、
最
終
的
に
は
後
白
河
の
判
断
如
何
に
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

「
可
レ
依
二
運
施
事
一
」
と
い
う
兼
光
の
言
に
尽
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
泰
経
朝
臣
以
二
此
労
一
超
二
越
上
臈
一
、
欲
レ
叙
二
三
品
一
」
と
あ
る
よ
う
に
、

高
階
泰
経
は
三
位
昇
進
を
目
論
ん
で
亮
を
所
望
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。
貴
族
等
が
宮

司
就
任
を
希
望
す
る
要
因
の
一
つ
に
、
入
内
賞
な
ど
の
勧
賞
に
よ
る
昇
進
機
会
の
獲

得
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
后
宮
設
置
当
初
か
ら
宮
司
ら
を
対
象
と
し
た
勧
賞
が
用
意
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
窺
い
知
る
史
料
と
し
て
、長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
四

月
七
日
、一
条
天
皇
中
宮
に
冊
立
し
た
藤
原
道
長
女
彰
子
が
初
め
て
参
内
し
た
際
に
、

記
さ
れ
た
「
皇
后
初
入
内
日
」
の
「
賞
例
文
」㉛
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
例
文
に
よ
る

と
、
入
内
賞
の
初
見
は
醍
醐
天
皇
中
宮
藤
原
穏
子
の
例
に
遡
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

そ
れ
で
は
何
故
に
穏
子
の
時
に
か
か
る
賞
が
出
現
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
彼

女
が
醍
醐
の
後
宮
へ
入
内
し
、所
生
皇
子
崇
象
（
保
明
）
が
立
太
子
す
る
背
景
に
は
複

雑
な
経
緯
が
あ
っ
た
。

寛
平
五
年
（
八
九
三
）、
敦
仁
（
醍
醐
）
が
元
服
・
立
太
子
し
た
日
、
光
孝
天
皇
皇

女
で
宇
多
天
皇
と
同
腹
の
為
子
内
親
王
と
、
関
白
藤
原
基
経
女
穏
子
が
入
侍
せ
ん
と

し
た
も
の
の
、
宇
多
は
母
班
子
の
命
を
受
け
て
、
穏
子
の
入
内
を
阻
止
。
そ
の
後
も

班
子
の
反
対
に
よ
り
穏
子
の
参
入
は
拒
ま
れ
た
が
、
や
が
て
時
平
の
計
略
に
よ
り
入

侍
し
て
、
皇
子
保
明
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る32
。
一
方
、
為
子
は
内
親
王
を
出
産
直
後

に
亡
く
な
っ
た
。

延
喜
四
年
（
九
〇
四
）
二
月
、僅
か
二
歳
の
保
明
は
親
王
宣
下
と
同
時
に
立
太
子
す

る
。「
延
喜
（
醍
醐
）
天
皇
雖
レ
存
二
旧
例
一
、
為
レ
恐
二
法
皇
（
宇
多
）
之
命
一
、
不
三
敢

及
二
其
儀
一
。
贈
太
政
大
臣
（
時
平
）
見
二
此
気
色
一
、
相
二
議
上
表
一
也
」33
と
み
え
る
よ

う
に
、
天
皇
は
宇
多
を
恐
れ
て
皇
子
の
立
太
子
を
逡
巡
し
て
い
た
も
の
の
、
時
平
に

よ
っ
て
強
引
に
実
行
に
移
さ
れ
た
経
緯
が
読
み
取
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
法
皇
と
穏
子
と
の
確
執
は
更
に
深
ま
り
、
以
後
暫
く
彼
女
は
入
内

を
停
め
ら
れ
、
皇
子
と
別
居
し
た
事
実
が
知
ら
れ
る34
。

と
こ
ろ
が
、
同
九
年
二
月
二
一
日
、「
皇
太
子
始
朝
覲
。
乗
レ
輦
入
レ
自
二
玄
暉
門
一

至
二
清
涼
殿
北
簷
一
下
レ
輦
、
候
二
息
所
直
曹
一
」
い
、
保
明
は
穏
子
を
訪
ね
、「
当
二
御

座
一
拝
舞
」
し
、「
以
二
息
所
一
加
階
」35
し
た
。
つ
ま
り
、
皇
太
子
に
よ
る
初
め
て
の
朝
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覲
行
啓
が
実
施
さ
れ
、
生
母
御
息
所
穏
子
に
従
三
位
が
授
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
朝

覲
行
啓
は
こ
れ
以
降
、
親
王
が
死
去
す
る
延
長
元
年
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
年
実
施
さ
れ
た
。

以
上
の
通
り
、
醍
醐
朝
の
東
宮
行
啓
は
、
東
宮
の
後
見
人
で
あ
る
天
皇
と
時
平
、

そ
し
て
穏
子
三
者
の
関
係
強
化
を
目
論
ん
だ
彼
ら
の
思
惑
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
よ
う
。
な
か
で
も
死
を
間
近
に
控
え
た
時
平
の
主
導
で
、
強
力
に
推
し
進

め
ら
れ
て
実
現
し
た
と
想
像
さ
れ
る36
。

こ
れ
以
降
、
平
安
中
期
に
は
村
上
天
皇
↑
東
宮
（
冷
泉
）、
冷
泉
上
皇
↑
東
宮
（
花

山
）、
円
融
上
皇
↑
東
宮
（
一
条
）
後
一
条
天
皇
↑
東
宮
（
後
朱
雀
）、
藤
原
彰
子
↑
東

宮
（
後
一
条
・
後
朱
雀
）
の
間
で
、
次
代
の
ミ
ウ
チ
関
係
強
化
を
目
的
と
す
る
朝
覲
行

啓
が
続
け
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
九
世
紀
末
か
ら
一
〇
世
紀
の
朝
覲
行
啓
で
は
、
皇
太
子
の
生
母
や

外
戚
へ
の
叙
位
（
も
し
く
は
昇
殿
）
の
実
施
が
慣
例
化
し
、
次
代
の
ミ
ウ
チ
関
係
強
化

が
権
力
掌
握
の
た
め
の
重
要
な
手
段
と
な
る
摂
関
政
治
の
構
造
と
連
関
し
て
、
同
行

啓
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
保
明
は
延
長
元
年
（
九
二
三
）
三
月
二
一
日
に
二
〇
歳
で
夭
折
し
た
。

こ
の
時
点
で
、
醍
醐
と
穏
子
の
間
に
は
他
に
皇
子
が
な
か
っ
た
た
め
、
翌
月
二
九
日

保
明
の
息
慶
頼
王
が
皇
太
孫
に
立
て
ら
れ
た
。
さ
ら
に
七
月
二
四
日
に
、
穏
子
は
寛

明
（
の
ち
朱
雀
天
皇
）
を
出
産
。
慶
頼
王
が
翌
々
年
僅
か
五
歳
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、

寛
明
は
三
歳
に
し
て
立
太
子
す
る
こ
と
と
な
る37
。

同
元
年
四
月
二
六
日
の
穏
子
立
后
・
入
内
は
、
服
喪
中
か
つ
出
産
を
間
近
に
控
え

た
時
期
と
い
う
異
例
の
状
況
下
で
実
施
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
如
上
の
推
移
を
踏
ま

え
る
と
、
保
明
・
慶
頼
王
を
失
っ
た
醍
醐
が
、
立
后
に
よ
っ
て
穏
子
の
立
場
を
確
固

た
る
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
宇
多
法
皇
や
菅
原
道
真
と
親
し
い
た
め
に
自
身
と
は

疎
遠
で
あ
っ
た
左
大
臣
忠
平
に
、
直
に
誕
生
す
る
で
あ
ろ
う
皇
子
の
後
見
を
求
め
る

こ
と
を
目
論
ん
で
実
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
実
現
し
た
立
后
後
の
初
入
内
に
お
い
て
創
始
さ
れ
た「
入
内
賞
」

と
は
、
か
つ
て
保
明
が
初
め
て
父
母
に
参
覲
し
た
日
に
生
母
穏
子
に
位
が
授
け
ら
れ

た
の
と
同
様38
、
次
代
天
皇
の
親
族
を
高
位
に
叙
し
、
醍
醐
と
穏
子
・
忠
平
と
の
連
携

を
強
化
し
、
ミ
ウ
チ
関
係
の
盤
石
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
狙
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

再
び
「
賞
例
文
」
の
検
討
に
も
ど
ろ
う
。
こ
の
例
文
に
は
以
下
の
よ
う
な
事
例
が

列
挙
さ
れ
て
い
る
。

延
長
元
年
四
月
廿
六
日
、
皇
后
（
藤
原
穏
子
）
立
。
九
月
五
日
、
従
二
右
大
臣
第

（
藤
原
忠
平
五
条
第
）
一
遷
二
御
主
殿
寮
一
。
藤
原
師
甫
叙
二
従
五
位
下
一
。
大
臣
男

也
。
天
徳
二
年
十
月
廿
七
日
、
皇
后
（
藤
原
安
子
）
□
（
立
）
同
三
年
六
月
十
三

（
六
）
日
、
従
二
左
近
中
将
藤
原
朝
臣
伊
□

（
尹
）

第
（
小
一
条
第
）
一
遷
二
御
内
裏
一
。
藤
原

惟
（
輔
）
賢
叙
二
従
五
位
下
一
。
伊
（
尹
ア
ル
ヵ
）
男
也
。
天
延
元
年
七
月
一
日
皇

后
（
藤
原

子
）
立
。
同
月
廿
日
、
従
二
内
大
臣
第
（
藤
原
兼
通
堀
河
第
）
一
遷
二
御

内
裏
一
。
藤
原
朝
臣
朝
光
叙
二
正
五
位
下
一
。
皇
后
弟
也
。
十
月
十
四
日
、
无
位

昭
子
女
王
叙
二
正
三
位
一
。
后
母
也
。
天
元
五
年
三
月
一
一
日
、
皇
后
（
藤
原
遵

子
）
立
。
五
月
七
日
、
従
二
太
政
大
臣
第
（
藤
原
頼
忠
四
条
第
）
一
遷
二
御
内
裏
一
。

藤
原
朝
臣
公
任
叙
二
従
四
位
上
一
、
后
弟
也
。
十
月
十
八
日
、
正
四
位
下
厳
子
女

王
叙
二
正
三
位
一
。
后
母
也
。
寛
和
二
年
七
月
五
日
、
皇
太
后
（
詮
子
）
立
。
同

日
藤
原
朝
臣
道
兼
叙
二
従
四
位
下
一
。（
后
兄
也
。
脱
ヵ
）。
大
江
慈
子
・
高
階
治
子

叙
二
従
五
位
下
一
已
上
御

乳
母

。
同
九
日
遷
二
御
内
裏
一
。
藤
原
朝
臣
道
隆
叙
二
正
三
位
一
。

永
祚
二
年
十
月
五
日
、
皇
后
（
藤
原
定
子
）
立
。
同
月
十
五
日
、
藤
原
朝
臣
伊
周

叙
二
正
四
位
下
一
、后
兄
也
。
祐
子
女
王
叙
二
従
五
位
下
一
、乳
母
也
。
同
廿
二
日
、

従
二
摂
政
第
（
藤
原
道
隆
東
三
条
第
）
一
遷
二
御
内
裏
一
。
藤
原
朝
臣
守
仁
叙
二
正
五

位
下
一
。
高
階
光
子
叙
二
従
五
位
下
一
（
乳
母
也
。
脱
ヵ
）。
同
廿
六
日
、従
五
位
上

高
階
朝
臣
貴
子
叙
二
正
三
位
一
、
后
母
也
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
入
内
賞
の
対
象
は
、
通
常
、
皇
后
が
入
内
ま
で
に
利
用
し
た
御

座
所
の
主
人
の
妻
子
で
あ
っ
た
。
摂
関
期
の
后
宮
御
座
所
は
多
く
の
場
合
、
后
宮
の
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父
や
兄
弟
の
邸
宅
で
あ
っ
た
た
め
、
后
の
母
や
兄
弟
、
さ
ら
に
は
乳
母
が
受
賞
対
象

と
な
っ
て
い
た
実
態
が
分
か
る

し
か
し
、
彰
子
入
内
に
際
し
て
は
道
長
の
強
い
要
望
に
よ
り
、
中
宮
の
母
・
乳
母

に
加
え
て
、
中
宮
の
叔
父
に
当
た
る
道
綱
と
甥
成
信
の
加
階
も
実
現
し
た
。
こ
の
叙

位
―
と
り
わ
け
道
綱
へ
の
上
階
の
授
位
―
は
天
皇
が
難
渋
を
示
し
た
も
の
の
、
道
長

の
強
引
な
後
押
し
で
決
定
に
至
っ
た
経
緯
が
、
次
の
史
料
か
ら
窺
え
る
。

暫
之
済
政
還
参
云
、
后
母
氏
（
源
倫
子
）
加
階
并
源
信
子
乳母 

・
同
芳
子
及
右
大
将

藤
原
朝
臣
（
道
綱
）
者
於
二
一
家
一
為
レ
兄
。
雖
レ
無
二
先
例
一
、
懇
切
有
レ
所
レ
申
。

亦
成
信
朝
臣
相
二
従
猶
子
一
、
若
有
二
余
恩
一
乎
。
即
奏
、
仰
云
、
皇
后
母
氏
并
乳

母
信
子
及
芳
子
并
成
信
朝
臣
等
之
事
可
レ
然
。
但
藤
原
朝
臣
所
レ
申
雖
レ
切
、
先

例
不
レ
叶
如
何
。
仍
亦
伝
二
仰
此
旨
於
済
政
一
。（
中
略
）丞
相
於
二
御
宿
所
一
命
云
、

大
将
加
階
之
□
（
事
）
度
々
所
レ
被
レ
示
、
甚
以
懇
切
也
。
被
レ
停
二
成
信
朝
臣
一
。

可
レ
賜
二
藤
原
朝
臣
加
階
一
之
由
、
重
可
レ
奏
。
前
度
依
レ
無
二
先
例
一
、
不
レ
被
レ
許

之
由
奉
レ
仰
已
了
。
重
所
レ
令
二
洩　

奏
一
。
非
レ
無
二
事
憚
一
。
然
而
彼
大
将
為
二
家

兄
一
慇
懃
有
レ
望
。
不
レ
能
二
抑
止
一
。
今
一
度
許
令
二
洩
申
一
也
云
々
。
依
二
御
物
忌

日
一
已
陣
外
、
令
二
民
部
乳
母
伝
旨
洩
奏
一
。
乳
母
云
、
事
非
レ
如
レ
初
。
頗
有
二
恩

容
一
者
。
于
レ
時
丞
相
退
出
給
。
仍
参
二
中
宮
一
入
夜
也

。
奉
レ
謁
二
丞
相
一
申
二
此
旨
一
。

今
日
申
剋
以
後
甚
雨
。
及
二
亥
一
。
有
二
行
啓
事
一
。
余
出
車
（
中
略
）
亦
参
内
。

令
二
民
部
乳
母
一
奏
二
成
信
朝
臣
加
階
之
事
一
、
初
有
二
恩
許
一
。
而
以
二
藤
原
朝
臣

所
レ
申
懇
切
一
、
依
二
大
臣
令
レ
申
之
旨
重
畳
一
。
更
止
二
成
信
之
事
一
如
何
。
成
信

入
道
親
王
（
致
平
）
息
男
、已
是
御
傍
親
也
。
又
故
入
道
左
大
臣
愛
孫
。
今
左
大

臣
猶
子
。
与
二
皇
后
一
又
為
二
近
親
一
。
可
レ
有
レ
恩
之
由
、
定
及
二
其
（
聴
脱
ヵ
）
一

歟
。
自
二
彼
大
将
一
者
頗
有
二
便
宜
一
。
其
所
レ
申
已
無
二
准
拠
一
之
由
被
レ
仰
先
了
。

今
退
二
下
階
一
之
有
二
便
宜
一
。
更
加
二
上
階
一
之
無
二
先
例
一
。
於
レ
事
非
レ
穏
。
共

□
（
猶
）
賞
進
如
何
。
即
有
二
勅
報
一
。
所
レ
申
可
レ
然
。
仍
奉
二　

勅
旨
一
。
可
レ

叙
二
従
二
位
一
。
成
信
朝
臣
従
四
位
上
、
后
母
氏
従
二
位
、
源
信
子
乳母
・
同
芳
子
従

五
位
下
之
由
、
仰
二
大
夫
時中

一 39
。

右
の
「
成
信
入
道
親
王
（
致
平
）
息
男
、
已
是
御
傍
親
也
。
又
故
入
道
左
大
臣
愛

孫
。
今
左
大
臣
猶
子
。
与
二
皇
后
一
又
為
二
近
親
一
（
中
略
）
自
二
彼
大
将
一
者
頗
有
二
便

宜
一
」
と
の
記
述
か
ら
、「
御
傍
親
」
で
あ
る
と
い
う
事
実
が
、
こ
の
受
賞
の
た
め
に

重
要
な
要
件
と
な
り
得
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
経
緯
か
ら
、「
入
内
賞
」
と
は
皇
太
子
夭
折
と
い
う
不
慮
の
出
来
事
を
受
け

て
、
醍
醐
と
穏
子
・
忠
平
と
の
連
携
強
化
と
や
が
て
誕
生
す
る
皇
子
の
ミ
ウ
チ
関
係

の
盤
石
さ
を
明
示
す
る
こ
と
を
目
的
に
創
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
摂
関
政
治
の
最

盛
期
を
迎
え
た
道
長
期
に
は
、「
御
傍
親
」
ら
が
利
用
す
る
特
権
的
な
叙
位
事
由
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
受
賞
者
は
院
政
期
に
な
る
と
、
主
と
し
て
宮
司
へ
と
変
化
す
る40
。
そ
の

こ
と
が
明
確
に
現
れ
る
の
は
、
鳥
羽
院
政
下
で
あ
る
。

長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
三
月
一
九
日
に
立
后
し
た
藤
原
泰
子
が
、同
四
月
九
日
に

東
三
条
殿
よ
り
入
内
し
た
際
、「
権
大
夫
師
俊
叙
二
従
三
位
一
、
大
進
朝
隆
叙
二
正
五
位

下
一
、
御
匣
殿
藤
重
子
叙
二
従
五
位
下
一
」41
、
そ
し
て
「
亮
家
定
昇
殿
」（『
長
秋
記
』）42

と
み
え
、
全
勧
賞
が
宮
司
と
女
房
に
宛
て
ら
れ
た
。

ま
た
、
永
治
元
年
（
一
一
四
一
）
一
二
月
二
七
日
皇
后
に
冊
立
し
た
藤
原
得
子
が
、

康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
二
月
三
日
に
初
入
内
し
た
際
に
は
、「
有
二
勧
賞
一
。
従
二
位

藤
成
通
権
大
夫

、
従
四
位
上
源
雅
通
権亮

、
従
五
位
下
藤
忠
子
顕
頼
卿
室
、
故
参

議
俊
忠
卿
女
也

」
と
み
え
、
同
様
に

宮
司
と
女
房
（
宣
旨
）
が
受
賞
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
鳥
羽
院
政
期
以
降
、
入
内
賞
の
対
象
は
全
て
后
宮
の
宮
司
や
女

房
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
中
宮
や
皇
后
の
み
な
ら
ず
、
女
院
や
皇
太
后
宮
・
太
皇
太
后

宮
の
入
内
の
際
に
も
、
そ
の
院
司
や
宮
司
が
授
位
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
か
か
る
勧

賞
は
後
醍
醐
朝
ま
で
続
い
た
の
で
あ
る43
。
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お
わ
り
に

以
上
、
東
宮
と
中
宮
関
連
の
勧
賞
を
取
り
上
げ
た
小
論
の
考
察
を
ま
と
め
結
び
と

し
た
い
。

東
宮
関
係
官
人
へ
の
勧
賞
は
、
孝
謙
の
即
位
時
に
は
じ
ま
り
、
や
が
て
一
〇
世
紀

ま
で
に
御
即
位
叙
位
と
い
う
形
式
が
確
立
し
た
。
彼
ら
へ
の
叙
位
は
、
新
天
皇
の
東

宮
時
代
の
官
人
・
坊
官
と
し
て
の
奉
仕
が
賞
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
厳
密
に
は
「
年

労
」
と
は
異
な
る
が
、
官
人
と
し
て
の
日
常
奉
仕
の
功
労
が
評
価
さ
れ
た
昇
進
制
度

だ
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
尻
付
は
「
前
坊
亮
労
」
な
ど
の
よ
う
に
当
初

は
「
労
」
と
表
記
さ
れ
た
。
や
が
て
、
厳
密
な
意
味
で
の
「
年
労
」
と
は
異
な
る
点

や
、
后
宮
宮
司
へ
の
勧
賞
と
の
類
似
性
か
ら
、「
賞
」
と
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
慣
例
に

な
っ
て
い
っ
た
と
推
察
す
る44
。

一
方
、
后
宮
宮
司
へ
の
勧
賞
で
あ
る
「
入
内
賞
」
は
、
穏
子
の
入
内
と
そ
の
後
の

歴
史
的
経
緯
の
な
か
で
政
治
的
思
惑
を
も
っ
て
、
忠
平
・
醍
醐
・
穏
子
の
三
者
に
よ

り
創
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
成
立
当
初
は
、
后
宮
の
親
族
が
受
賞
し
て
彼
ら
の
身
分
上
昇
を
図
る
こ
と

で
、
后
宮
と
ミ
ウ
チ
の
政
治
的
位
置
を
安
定
さ
せ
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
道
長
の
時
代
に
な
り
、
ミ
ウ
チ
関
係
が
安
定
す
る
と
、
か
か
る
政
治
的
意

義
は
薄
れ
、「
御
傍
親
」
の
昇
進
機
会
と
化
し
た
。

さ
ら
に
院
政
期
に
な
る
と
、
院
が
宮
司
の
任
命
に
強
力
に
関
与
し
、
彼
ら
の
昇
級

機
会
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
。

注①　
橋
本
義
彦
「
勧
賞　

け
ん
じ
ょ
う
」
の
項
（『
平
安
時
代
史
事
典
』
角
川
書
店
、

一
九
九
四
年
）。

②　

福
井
俊
彦
「
労
お
よ
び
労
帳
に
つ
い
て
の
覚
書
」（『
日
本
歴
史
』
二
八
三
号
、

一
九
七
一
年
）
二
頁
。

③　

勧
賞
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
管
見
に
入
る
の
は
、金
澤
正
大
「
寿
永
二
年
八
月

勧
賞
源
氏
諸
将
任
国
守
の
史
的
意
義
」（『
政
治
経
済
史
学
』
四
三
八
・
四
三
九
、

二
〇
〇
三
年
）、
服
部
幸
造
『
醍
醐
寺
僧
実
継
―
延
慶
本
平
家
物
語
の
御
産
勧
賞
の
記

事
を
め
ぐ
っ
て
』（『
国
語
国
文
学
』
三
〇
、一
九
九
一
年
）、高
橋
伸
幸
「
得
長
寿
院
造

進
に
対
す
る
忠
盛
へ
の
勧
賞
に
就
き
て
―
平
家
物
語
成
長
過
程
の
一
断
面
」（『
国
語
国

文
』
三
七
－
一
一
、一
九
六
八
年
）
の
み
で
、
い
ず
れ
も
個
別
の
勧
賞
事
例
の
検
討
が

中
心
で
あ
る
。

④　

拙
著
『
平
安
貴
族
社
会
の
秩
序
と
昇
進
』
第
三
・
四
章
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二

年
）
を
参
照
。

⑤　

拙
著
（
注
④
）
所
引
書
第
五
章
。

⑥　
『
続
日
本
紀
』
神
亀
元
年
二
月
甲
午
（
四
日
）
条
。

⑦　
『
続
日
本
紀
』
延
暦
元
年
八
月
己
巳
（
一
九
）
日
条
。

⑧　
『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
五
月
癸
丑
（
一
九
）
日
条
。

⑨　
『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
元
年
四
月
甲
午
（
一
）
日
条
。

⑩　
『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
元
年
閏
一
〇
月
丁
酉
（
九
）
日
条
。

⑪　

西
宮
秀
紀
「
律
令
国
家
に
於
け
る
神
祇
職
」（『
日
本
史
研
究
』
二
七
〇
、一
九
八
五

年
）、
同
「
律
令
制
国
家
の
〈
祭
祀
構
造
〉
と
そ
の
歴
史
的
特
質
―
宗
教
的
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
装
置
の
分
析
―
」（『
日
本
史
研
究
』
二
八
三
、一
九
八
六
年
）

⑫　
『
続
日
本
紀
』
天
平
神
護
二
年
二
月
丙
午
（
二
〇
日
）
条
ほ
か
。

⑬　
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
二
年
六
月
乙
未
（
二
三
日
）
条
ほ
か
。

⑭　
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
一
〇
月
壬
戌
・
癸
亥
（
二
八
・
九
日
）
条
ほ
か
。

⑮　
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
五
年
三
月
戊
申
（
九
日
）
条
ほ
か
。

⑯　
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
四
年
七
月
壬
辰
（
二
五
日
）
条
ほ
か
。

⑰　
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
六
年
正
月
己
卯
（
七
日
）
条
ほ
か
。

⑱　
『
続
日
本
紀
』
養
老
四
年
一
一
月
丙
辰
（
八
日
）
条
、『
日
本
後
紀
』
延
暦
一
一
年

一
〇
月
癸
未
（
一
日
）、
同
年
一
一
月
甲
寅
（
三
日
）、
同
一
二
年
二
月
己
未
（
一
〇

日
）
条
ほ
か
。

⑲　

律
令
国
家
に
お
け
る
対
外
意
識
に
つ
い
て
は
、
石
母
田
正
「
日
本
古
代
に
お
け
る
国

際
意
識
に
つ
い
て
」（『
石
母
田
正
著
作
集
第
四
巻　

古
代
国
家
論
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
九
年
、
初
出
は
一
九
六
二
年
）、
石
上
英
一
「
古
代
国
家
と
対
外
関
係
」（
歴
史
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学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
『
講
座
日
本
歴
史
二
古
代
二
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
八
四
年
）
を
参
照
。

⑳　

神
亀
年
間
頃
ま
で
は
即
位
叙
位
対
象
者
も
加
階
周
期
が
四
年
に
集
中
す
る
た
め
考

課
成
選
を
基
本
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

㉑　

畑
中
彩
子
「
平
安
時
代
に
お
け
る
即
位
叙
位
の
特
質
―
東
宮
官
人
を
例
に
―
」（『
学

習
院
史
学
』
四
一
、二
〇
〇
二
年
）
四
一
頁
。

㉒　
『
日
本
後
紀
』
大
同
四
年
四
月
戊
子
（
一
三
日
）
条
。

㉓　
『
兵
範
記
』
保
元
三
年
一
二
月
一
七
日
条
。

㉔　

田
島
公
「『
氏
爵
』
の
成
立
―
儀
式
・
奉
仕
・
叙
位
」（『
史
林
』
七
一
―
一
、一
九
八
八

年
）。

㉕　
『
山
槐
記
』
治
承
四
年
四
月
二
一
日
条
。

㉖　
『
公
卿
補
任
』
治
承
四
年
、
藤
忠
親
の
項
。

㉗　

注
④
参
照
。

㉘　
『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
三
月
二
〇
日
条
。

㉙　
『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
三
月
二
八
日
条
。

㉚　
『
山
槐
記
』
寿
永
元
年
八
月
一
四
日
条
。

㉛　
『
権
記
』
長
保
二
年
四
月
七
日
条
。

32　

藤
原
穏
子
の
入
内
を
め
ぐ
る
対
立
に
関
し
て
は
、
角
田
文
衛
「
皇
太
后
藤
原
穏
子
」

（『
紫
式
部
と
そ
の
時
代
』
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
）
参
照
。

33　
『
伏
見
宮
御
記
録
』
利
三
五　

御
産
部
類
記
二　

冷
泉
院
所
収
「
九
条
殿
記
」（『
大

日
本
史
料
』
第
一
編
第
三
冊
延
喜
四
年
二
月
一
〇
日
条
所
収
）。

34　
『
伏
見
宮
御
記
録
』
利
三
五　

御
産
部
類
記
二　

冷
泉
院
所
収
「
九
条
殿
記
」（『
大

日
本
史
料
』
第
一
編
第
三
冊
延
喜
四
年
二
月
一
〇
日
条
所
収
）。

35　
『
西
宮
記
』
正
月
上　

童
親
王
拝
覲
事
、『
日
本
紀
略
』
延
長
元
年
四
月
二
六
日
条
。

36　

時
平
は
同
年
四
月
四
日
に
亡
く
な
っ
た
（
公
卿
補
任
）。

37　
『
日
本
紀
略
』
延
長
元
年
三
月
二
一
日
条
、
同
三
年
六
月
一
八
日
条
。

38　

注
④
参
照
。

39　
『
権
記
』
長
保
二
年
四
月
七
日
条
。

40　

院
政
期
の
后
宮
の
産
所
が
院
の
近
臣
受
領
邸
に
変
化
す
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る

（『
御
産
部
類
記
』
参
照
）。

41　
『
中
右
記
』
長
承
三
年
四
月
九
日
条
。

42　
『
長
秋
記
』
長
承
三
年
四
月
九
日
条
。

43　

院
政
期
に
は
皇
子
出
産
後
の
初
参
内
や
春
宮
袴
儀
な
ど
に
も
后
宮
や
春
宮
の
宮
司

ら
に
授
位
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。こ
れ
ら
の
勧
賞
に
関
す
る
具
体
的
な
検
討
は

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

44　

管
見
の
限
り
で
は
、
同
時
代
史
料
に
お
け
る
坊
官
「
賞
」
の
初
見
は
、『
左
経
記
』

寛
仁
四
年
二
月
五
日
条
「
資
業
従
四
位
上
、　
　
　

先
坊
学
士
賞
、
二
階

」
で
あ
る
が
、
そ
の
後
も
「
労
」
と
「
賞
」

の
表
記
が
混
在
す
る
。
諸
記
録
で
「
労
」
か
ら
「
賞
」
に
記
述
が
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
る
の

は
一
一
四
〇
年
代
頃
で
あ
る
。

（
謝
辞
）  

杉
橋
隆
夫
先
生
に
は
学
部
学
生
の
頃
か
ら
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、
ご
教
示
を
賜
り

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
本
学
文
学
部
准
教
授
）


